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 注：    は、交換部品を示す。 

 
 
 
 

全車両、オイルパンを取り外してシリンダブロックと変速機とのずれ量を点検し、不適切 
なものは位置決めピンを対策品と交換するとともに、クラッチディスクまたはドライブプ 
レートを新品と交換する。 
 
 

    

基準不適合発生箇所 

識別：作業完了後は、エンジンルーム内の車台番号打刻位置の横に黄色ﾍﾟｲﾝﾄを塗布する。 

改善措置の内容 

原動機において、シリンダブロックに変速機を固定するための穴の位置が

不適切なため、原動機と変速機の軸がずれて組み立てられたものがある。

そのため、そのままの状態で使用を続けると、手動変速機のクラッチディス

クまたは自動変速機のドライブプレートが損傷し、最悪の場合、走行不能

に至るおそれがある。 

位置決めピン 

クラッチディスクまたは

ドライブプレートシリンダブロック 


